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一

『
方
丈
記
』前
半
部
に
お
け
る
安
居
院
唱
導
の
受
容

　
　
―『
維
摩
経
』十
喩
の
思
想
的
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
―

伊
﨑
　
久
美

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
人
、
加
藤
盤
齋
に
古
注
『
方
丈
記
抄
』
が
あ
る
。
冒
頭
序
文
に

つ
い
て
、『
首
書
』『
訵
説
』
等
、
他
の
古
注
が
『
文
選
』
歎
逝
賦
や
『
論
語
』

子
罕
篇
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
と
は
全
く
別
の
解
釈
を
し
て
い
る
（
傍
線
部
筆

者
、
原
文
は
変
体
漢
文
、
筆
者
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
直
す
）。

　
　

�（
行
川
の
な
が
れ
ハ
た
え
ず
し
て
。
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
）
此
た

と
へ
ハ
成
実
論
に
あ
る
三
仮
浮
虚
偽
の
第
二
の
相
続
仮
と
い
ふ
を
お
も
ひ

よ
れ
る
と
見
え
た
り
。（
中
略
）

　
　

�

こ歌
に

ゝ
に
消き

え

か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
淡あ

ハ

の
う
き
世
に
め
ぐ
る
身
に
ぞ
有
け
る　

三
仮
の
事
、
因
成
仮
は
、
諸
法
は
因
縁
和
合
し
て
其
の
躰
有
り
。
因
縁
を

離
る
れ
は
其
の
躰
空
也
。
相
続
仮
と
は
、
念
々
相
続
し
て
、
仮
に
其
の
躰

有
り
。
流
水
の
前
後
相
続
す
る
が
如
く
、
故
に
水
絶
え
ざ
る
に
似
て
、
其

の
躰
は
空
也
。
相
待
仮
と
は
、
諸
法
相
待
し
て
、
仮
に
法
有
り
、
長
に
待

し
て
短
有
り
、
小
に
待
し
て
大
有
り
。
長
短
大
小
を
離
る
れ
ば
虚
無
に
し

て
躰
無
き
な
り
。
維
摩
経
方
便
品
に
云
ふ
、
諸
仁
者
、
此
の
如
き
の
身
は
、

明
智
の
怙
ま
ざ
る
所
也
、
是
の
身
は
聚
沫
の
撮
摩
す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
、

是
の
身
は
泡
の
如
し
、
久
し
く
立
つ
こ
と
を
得
ず
、
云
々
。
此
文
ど
も
に

て
し
る
べ
し
。
成
実
論
と
ハ
空
理
を
説
て
訶
梨
跋
摩
と
い
ふ
人
の
作
る
論

也
（
１

。

　

盤
斎
は
、
冒
頭
序
文
は
「
訶
梨
跋
摩
（
ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
）」
が
論
じ
た
成

実
論
を
表
わ
す
と
し
、
冒
頭
第
一
文
の
行
く
水
の
譬
え
に
つ
い
て
、
水
の
前
後

流
れ
ゆ
く
様
を
〈
相
続
仮
〉
と
す
る
。〈
因
成
仮
〉
と
は
、
人
が
五
陰
の
因
縁

に
よ
っ
て
成
じ
る
よ
う
に
、
因
縁
に
よ
っ
て
果
を
生
じ
る
こ
と
を
言
う
。〈
相

待
仮
〉
と
は
、「
大
小
、
長
短
な
ど
の
相
待
関
係
」
を
表
す
。「
三
仮
」
と
は
、

成
実
論
の
〈
相
続
仮
〉〈
因
成
仮
〉〈
相
待
仮
〉
の
こ
と
で
あ
る

（
２

。

　

鳩
摩
羅
什
以
後
の
三
論
宗
は
、
維
摩
経
、
法
華
経
、
大
智
度
論
、
成
実
論
な

ど
も
学
問
の
対
象
と
な
る
幅
広
い
学
派
で
あ
っ
た
が
（
古
三
論
）、
純
粋
な
三

論
の
立
場
を
大
成
す
る
の
は
嘉
祥
大
師
吉
蔵
で
あ
る
と
言
う
（
新
三
論
）。
日

本
へ
は
聖
徳
太
子
の
時
代
よ
り
古
三
論
の
三
論
成
実
並
習
派
が
伝
来
し
、
そ
の

後
成
実
論
は
三
論
宗
の
寓
宗
と
な
る

（
３

。

　

大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
と
ゆ
か
り
の
深
い
醍
醐
寺
は
、
真
言
、
三
論
兼
学

の
寺
で
あ
っ
て
、
そ
の
教
学
活
動
に
は
顕
教
と
密
教
の
二
面
性
が
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
る

（
４

。
醍
醐
寺
を
創
建
し
た
聖
宝
は
、
顕
密
一
致
の
理
想
を
か
か
げ
、

顕
教
は
三
論
宗
と
定
め
る
と
同
時
に
密
教
の
拡
大
も
図
る
。
聖
宝
に
よ
る
東
大

寺
東
南
院
の
開
創
で
、
大
安
寺
の
佐
伯
院
が
移
建
さ
れ
て
こ
こ
が
三
論
宗
の
本

拠
地
に
集
約
さ
れ
た
と
い
う

（
５

。

　
『
方
丈
記
』
研
究
の
仏
教
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、『
維
摩
経
』
の
影

響
の
指
摘
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
か
ら
存
在
す
る
。
現
代
で
も
古
注
を
踏

ま
え
て
『
維
摩
経
』
の
影
響
を
述
べ
る
諸
論
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
語
句
を
踏

ま
え
た
実
証
的
な
研
究
は
明
確
な
成
果
は
あ
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え

る
。

　

本
論
で
は
『
維
摩
経
』
の
影
響
と
い
う
盤
斎
の
指
摘
を
端
緒
に
、『
注
維
摩

詰
経
』
方
便
品
の
思
想
的
基
盤
を
媒
介
に
し
た
、『
方
丈
記
』
に
対
す
る
安
居

院
唱
導
の
受
容
を
述
べ
る
。

第
一
節
　
冒
頭
文
に
お
け
る
維
摩
経
十
喩
の
影
響

　

盤
齋
が
述
べ
た
「
こ
ゝ
に
消
か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
淡
の
う
き
世
に
め
ぐ
る
身
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『方丈記』前半部における安居院唱導の受容　―『維摩経』十喩の思想的基盤をめぐって― 二

二

に
ぞ
有
け
る
」
の
歌
と
は
、
藤
原
公
任
の
『
維
摩
経
』
十
喩
歌
を
指
す
（
以
下
、

傍
線
部
、
波
線
部
、
二
重
傍
線
部
、
筆
者
）。

　
　

ゆ
い
ま
ゑ
の
十
の
た
と
へ　

こ
の
身
あ
わ
の
ご
と
し

　
　

こ
こ
に
き
え
か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
淡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き
世
に
す
め
る
身
に
こ
そ
有
け
れ

�

『
公
任
集
』
二
八
九

（
６

「
ゆ
い
ま
ゑ
の
十
の
た
と
へ
」
と
は
、『
維
摩
経
』
十
喩
歌
の
こ
と
で
、
こ
れ
は

『
維
摩
経
』
方
便
品
に
あ
る
教
え
で
、
維
摩
が
自
身
の
病
を
十
の
比
喩
で
以
て

仏
陀
の
教
え
を
説
き
、
そ
の
中
の
十
の
喩
え
を
釈
教
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
み
つ
の
淡
」
を
譬
え
た
典
拠
は
、
第
一
と
第
二
の
句
で
あ
る
。
以
下
全
十
句

を
掲
げ
る
。

　
　

一　

是
身
如
聚
沫
不
可
撮
摩
。

　
　

二　

是
身
如
泡
不
得
久
立
。

　
　

三　

是
身
如
炎
從
渇
愛
生
。

　
　

四　

是
身
如
芭
蕉
中
無
有
堅
。

　
　

五　

是
身
如
幻
從
顚
倒
起
。

　
　

六　

是
身
如
夢
為
虚
妄
見
。

　
　

七　

是
身
如
影
従
業
縁
現
。

　
　

八　

是
身
如
響
属
諸
因
縁
。

　
　

九　

是
身
如
浮
雲
須
臾
変
滅
。

　
　

十　

是
身
如
電
念
念
不
住

（
７

。

　

こ
の
「
沫
」「
泡
」
に
つ
い
て
、
白
川
静
『
字
訓
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。

　
　

�

水
の
あ
わ
。
消
え
や
す
く
、
と
け
や
す
い
も
の
に
い
う
。
消
え
や
す
く
柔

ら
か
い
も
の
に
冠
し
て
用
い
る
。
水
沫
を
「
み
な
わ
」、
硫
黄
を
「
ゆ
の

あ
わ
」
と
い
う
。（
中
略
）〔
華
厳
音
義
私
記
〕
に
「
沫
訓
は
彌
豆
乃
阿
和

」、（
中

略
）〔
字
類
抄
〕
に
「
沫
ア
ハ

、
水
沫

。
泡
・
漚
ア
ハ

」、〔
名
義
抄
〕
に
「
漚
・

沫
・
瀾
・
泡
・
沸
ア
ハ

。
涌
ア
ハ
ア
カ
ル

。
醨
ア
ハ
サ
ケ

」
と
あ
り
、
す
べ
て
「
あ

は
」
と
す
る
が
、（
中
略
）「
あ
わ
」
が
正
し
い
。
沫
は
し
ぶ
き
、
泡
は
水

泡
で
、
あ
わ
せ
て
泡
沫
と
い
う

（
８

。

「
沫
」
も
「
泡
」
も
一
般
的
な
訓
と
し
て
は
「
あ
わ
」
だ
が
、「
沫
」
の
古
訓
は

傍
線
部
の
「
華
厳
音
義
私
記
」
に
よ
れ
ば
「
み
つ
の
あ
わ
」
で
あ
る
。
さ
ら
に

白
川
氏
は
、「
沫
」
は
「
末
声
」
で
あ
り
、「
末
」
に
は
「
無
・
莫
・
蔑
と
声
が

通
じ
て
、
消
滅
す
る
も
の
の
意
が
あ
る
」
と
し
、「
泡
」
は
「
水
上
に
盛
ん
に

泡
立
つ
こ
と
を
い
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
典
で
は

「
聚
沫
」
は
「
泡
の
塊
」
と
な
っ
て
お
り

（
９

、一
つ
の
塊
に
小
さ
な
泡
が
パ
ー

ツ
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
い
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
対
し
て
「
泡
」
は
、

対
偶
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
小
さ
な
細
か
い
泡
が
一
つ
一
つ
あ
ぶ
く
の
よ
う

に
盛
ん
に
湧
き
上
が
る
様
子
を
示
す
。

　

公
任
は
第
一
と
第
二
の
「
聚
沫
」「
泡
」
を
詠
み
分
け
ず
、
一
つ
に
ま
と
め

て
「
水
の
あ
わ
」
と
広
義
に
詠
ん
で
い
る
の
は
、「
沫
」
も
「
泡
」
も
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
違
い
が
な
く
、
強
い
て
言
え
ば
「
あ
わ
」
の
様
態
に
微
妙
な
違
い
が

生
じ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
国
枝
氏
は
、「
泡
」
と
「
沫
」
を
合
し
て
は

か
な
い
喩
に
用
い
ら
れ
る
用
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
が
な
く
公
任
も

読
み
分
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（
10

。

　
『
維
摩
経
』
十
喩
を
引
い
た
釈
教
歌
は
、
長
明
の
時
代
頃
ま
で
に
、『
赤
染
衛

門
集
』『
風
情
集
』『
禅
林
瘀
葉
集
』『
明
日
香
井
雅
経
集
』
が
あ
る
が
、
公
任

の
歌
の
み
が
勅
撰
集
に
採
録
さ
れ
る
。
私
家
集
で
「
是
身
如
聚
沫
不
可
撮
摩
。

是
身
如
泡
不
得
久
立
」
の
部
分
を
引
い
て
い
る
歌
は
、『
風
情
集
』
以
外
の
三

作
品
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
箇
所
を
示
す
。

　
　
　
　

こ
の
身
は
あ
つ
ま
れ
る
あ
は
の
ご
と
し

⑴　

う
き
な
が
ら
身
に
は
た
と
へ
ん
水
の
あ
は
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
し
に
と
ら
ば
き
え
ぬ
べ
き
か
な

　
　
　
　

み
づ
の
あ
は
の
ご
と
し
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伊﨑　久美三

三

⑵　

雨
ふ
れ
ば
み
づ
に
う
か
べ
る
う
た
か
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
し
か
ら
ぬ
は
我
身
な
り
け
り

�
�

�
�

�

　
　
『
赤
染
衛
門
集
』（

11

　
　
　
　

こ
の
身
あ
わ
の
ご
と
し

⑶　

い
か
に
せ
ん
な
が
る
る
と
し
の
さ
だ
め
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
か
ぶ
み
な
わ
の
き
え
や
す
き
身
を

�
�

�
�

�

　
　
『
風
情
集
』
一
三
二

（
12

　
　
　
　

維
摩
経
十
喩
之
中
に
、
此
身
如
聚
沫

⑷　

か
は
の
瀬
に
お
ち
あ
つ
ま
れ
る
み
づ
の
あ
わ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
ず
は
あ
り
と
た
の
む
べ
き
身
か

�
�

�
�

�

　
『
禅
林
瘀
葉
集
』
九
三

（
13

　
　
　
　

是
身
如
聚
沫

⑸　

は
や
く
ゆ
く
い
は
ま
の
水
の
わ
く
ら
ば
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き
て
も
め
ぐ
る
あ
は
れ
よ
の
中

　
　
　
　

是
身
如
浮
泡

⑹　

に
は
た
づ
み
は
か
な
く
む
す
ぶ
う
た
か
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゆ
る
も
よ
そ
の
袖
の
う
へ
か
は

�
�

�

　
　
『
明
日
香
井
雅
経
集
』
六
〇
八
・
六
〇
九

（
14

こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
第
一
句
「
聚
沫
」
が
〈
水
の
あ
わ
〉
に
訳
さ
れ
、
第

二
句
「
泡
」
が
〈
う
た
か
た
〉
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
⑶
の
『
風

情
集
』
の
「
み
な
わ
」
は
、「
水
之
泡
」
の
約
語
で
あ
る
の
で

（
15

、「
な
が
る
る

る
」「
き
え
や
す
き
身
」
の
語
句
か
ら
、
よ
り
第
一
句
を
意
識
し
た
作
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

⑸
の
明
日
香
井
雅
経
は
「
聚
沫
」
を
〈
水
の
わ
く
―
う
き
て
―
め
く
る
―
あ

は
〉
の
縁
語
を
繋
げ
る
、
よ
り
技
巧
的
な
仕
立
て
で
あ
る
。「
わ
く
ら
ば
」
と

は
、「
偶
然
に
」「
稀
に
」
と
い
う
意
味
で
、
訳
を
す
れ
ば
「
早
く
流
れ
る
岩
間

の
水
が
湧
く
で
は
な
い
が
、
人
は
こ
の
世
の
中
に
た
ま
た
ま
生
れ
出
て
、
泡
の

よ
う
に
は
か
な
く
浮
き
漂
い
廻
っ
て
い
く
」
と
詠
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
方
丈
記
』
の
〈
ヨ
ト
ミ
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ
ハ　

カ
ツ
キ

エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
と
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ　

タ
ゝ
水
ノ
ア
ハ

ニ
ソ
似
リ
ケ
ル
〉
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
維
摩
経
』
十
喩
の
第
一
と
第
二
の
句
を

基
調
と
す
る
。
つ
ま
り
、〈
ヨ
ト
ミ
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ
ハ　

カ
ツ
キ
エ
カ
ツ

ム
ス
ヒ
テ　

ヒ
サ
シ
ク
ト
ゝ
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
〉
と
は
、「
身
如
泡
不
得

久
立
」
を
底
意
に
据
え
、〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ　

タ
ゝ
水
ノ
ア

ハ
ニ
ソ
似
リ
ケ
ル
〉
は
「
身
如
聚
沫
不
可
撮
摩
」
を
典
拠
と
す
る
。
更
に
〈
ヨ

ト
ミ
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ
〉
に
お
い
て
は
、
次
第
に
増
大
し
て
い
く
人
の
群
れ

に
お
け
る
死
生
を
、〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ
〉
に
お
い
て
は
「
泡

の
塊
」
で
あ
る
個
人
の
死
生
を
叙
述
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
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四

第
二
節
　『
維
摩
経
』
十
喩
に
お
け
る
二
つ
の
解
釈

　

更
に
盤
斎
は
、『
註
維
摩
詰
経
』（
以
下
『
註
維
摩
』）
に
お
け
る
僧
肇
の
解

釈
の
引
用
を
す
る
。

　
　

�

維
摩
経
の
た
と
へ
も
空
の
理
を
い
へ
り
肇ゲ

イ
ノ

曰
撮　
二-

摩
聚
沫
之
無　
　一ㇾ

実

以
喩タ

ト
ウ　

ㇾ

観ク
ワ
ン
ス
ル
ニ　

二

身
之
虚コ

ギ

ヲ偽
　

一

明
　

二

空
ノ

義
　

一

也
不
ハ

	

ㇾ

似
　

ㇾ

明
　

二

無
常
ノ

義
ヲ一

然
ト
モ

　
　

水
上
ノ

泡
以　
二
虚
中
ニ
メ

　
　

無
キ
ヲ

　
　

一ㇾ
実
故
不　
ㇾ

久
立
猶　
二
空
ノ

義
ノ

　

一
耳
。
と
あ
り
。
故
に
身
の
無
常
に
し
て
空く

う

な
る
事
に

た
と
へ
た
り

（
16

。

　

鳩
摩
羅
什
の
高
弟
で
あ
っ
た
僧
肇
の
説
を
引
き
、
冒
頭
第
一
文
か
ら
第
三
文

ま
で
は
、「
無
常
」
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
実
は
こ
の
箇
所
は
「
空
」
の
義
を

言
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
肉
体
が
「
無
常
」
に
し
て
「
空
」
で
あ
る
と
い
う
解

釈
は
、
羅
什
と
僧
肇
の
二
人
の
師
と
そ
の
弟
子
の
解
釈
の
違
い
に
由
来
す
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
維
摩
経
』
十
喩
は
、
羅
什
と
僧
肇
で
解
釈
が
相
違
す
る

（
17

。
つ
ま
り
、

羅
什
は
こ
の
十
喩
に
つ
い
て
、「
無
常
」
を
喩
え
て
い
る
と
し
、
僧
肇
は
「
空
」

を
譬
え
て
い
る
と
『
註
維
摩
』
の
編
纂
者
は
述
べ
て
い
る
。
盤
斎
の
古
注
は
、

『
注
維
摩
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
次
は
『
注
維
摩
』
か
ら
、
第
一
と

第
二
の
譬
え
に
つ
い
て
、
盤
斎
が
引
い
て
い
る
箇
所
を
示
す

（
18

。

　
　

�

諸
の
仁
者
よ
。
此
の
如
き
の
身
は
、
明
智
者
の
怙
ま
ざ
る
所
な
り
。
是
の

身
は
聚
沫
の
如
く
、
撮
摩
す
べ
か
ら
ず
。

　
　
　

�

肇
曰
く
。
聚
沫
の
実
な
き
を
撮
摩
す
。
以
て
身
の
虚
偽
を
観
る
に
喩
う
。

此
よ
り
下
「
電
喩
」
に
至
る
ま
で
は
空
義
を
明
か
す
。

　
　

�

是
の
身
は
、
泡
の
如
く
、
久
し
く
立
つ
こ
と
を
得
ず
。

　
　
　

�

肇
曰
く
。
久
し
か
ら
ざ
る
は
、
無
常
の
義
を
明
か
す
に
似
た
り
。
然
も

水
上
の
泡
は
虚
中
に
実
無
き
を
以
て
の
故
に
久
し
く
立
た
ず
。
猶
お
空

の
義
の
ご
と
し
。

第
一
と
第
二
の
譬
え
は
「
無
常
」
の
語
も
あ
る
が
、「
空
義
」
の
語
が
二
つ
あ

る
。

ま
た
、
第
十
の
譬
え
に
つ
い
て
僧
肇
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

是
の
身
は
、
電
の
如
く
、
念
念
に
住
せ
ず
。

　
　
　

�

肇
曰
く
。
変
滅
し
て
住
せ
ざ
る
は
、
無
常
を
釈
す
に
似
た
り
。
然
る
に

皆
な
其
の
虚
偽
に
し
て
真
な
ら
ざ
る
故
に
速
滅
し
て
住
せ
ざ
る
を
取
る
。

猶
お
空
義
を
釈
す
る
が
ご
と
し
。

僧
肇
は
、
第
一
第
二
第
十
で
「
無
常
の
義
を
明
か
す
に
似
た
り
」「
無
常
を
釈

す
る
に
似
た
り
」
と
述
べ
て
、
無
常
を
否
定
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
は
本
質

で
は
な
く
、「
空
義
」
を
解
き
あ
か
し
て
い
る
の
だ
と
述
べ
、
こ
の
十
喩
を

「
空
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
で
は
羅
什
の
解
釈
は
ど
う
な
の
か
。
九
番
目
の

「
浮
雲
」
の
譬
え
に
羅
什
の
十
喩
に
対
す
る
解
釈
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　

是
の
身
は
、
浮
雲
の
如
く
、
須
臾
に
変
滅
す
。

　
　
　

�

什
曰
く
。
俄
頓
に
色
を
異
に
し
、
須
臾
に
変
滅
す
。
身
亦
た
是
の
如
し
。

眴
息
の
間
に
少
有
り
長
有
り
老
病
死
と
変
ず
。「
如
沫
」
よ
り
「
如
電
」

に
至
る
ま
で
は
尽
く
無
常
を
喩
う
な
り
。
或
は
無
堅
を
以
て
、
或
は
不

久
を
以
て
、
或
は
不
実
を
以
て
、
或
は
因
縁
に
属
す
る
を
以
て
、
其
の

無
常
な
る
所
以
を
明
か
す
な
り
。
下
の
四
大
の
喩
は
空
無
我
を
喩
う
。

　

羅
什
は
、
こ
の
十
喩
を
「
無
常
」
と
す
る
。「
下
の
四
大
」
と
は
、
直
後
に

述
べ
ら
れ
る
「
四
大
種
」
の
譬
え
の
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
「
空
」
と
「
無
常
」
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。
羅
什
は
十
喩
の
最
初
に

次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　

�
什
曰
く
。（
中
略
）
無
常
は
是
れ
空
の
初
相
。
将
に
空
を
説
か
ん
と
欲
す

る
が
故
に
先
に
無
常
を
説
く
。
所
以
に
但
だ
身
を
説
い
て
余
法
を
説
か
ず
。

余
法
中
に
は
著
を
生
ず
る
こ
と
少
な
き
が
故
な
り
。

「
無
常
」
と
は
、「
空
」
の
初
め
の
「
相
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
羅
什
が
「
無

常
」
を
説
く
理
由
は
、「
空
」
を
説
く
た
め
に
、
先
に
「
無
常
」
を
述
べ
る
の
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五

で
あ
る
、
と
言
う
。
だ
か
ら
た
だ
「
身
」
に
つ
い
て
説
き
、
他
の
自
性
（
法
）

（
19

を
述
べ
な
い
。
他
の
自
性
に
は
、
し
る
し
を
生
じ
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
空
」
と
は
「
無
常
」
と
い
う
現
象
を
表
す
一
つ
の
観
念
と

解
釈
で
き
よ
う
か
。

　

こ
の
十
喩
の
直
後
に
は
「
是
身
無
主
為
如
地
」
か
ら
始
ま
る
所
謂
、
地
・

水
・
火
・
風
の
四
大
の
注
が
続
い
て
い
る
。
羅
什
は
十
喩
を
「
無
常
」
と
し
、

直
後
の
「
四
大
の
喩
」
は
「
空
無
我
」
を
言
う
と
明
確
に
区
別
し
て
い
る

（
20

。

羅
什
に
と
り
十
喩
は
「
無
常
」
を
示
し
、
そ
れ
は
一
瞬
一
瞬
眼
に
点
滅
す
る
、

二
度
と
同
じ
よ
う
に
見
え
な
い
対
象
で
あ
り

（
21

、
後
に
述
べ
る
四
大
は
「
空
無

我
」、
つ
ま
り
、「
我
が
な
い
」（
無
我
）「
我
で
は
な
い
」（
非
我
）
の
二
つ
の

解
釈
を
を
表
し
て
い
る
。

　

四
大
の
譬
え
の
、
羅
什
と
僧
肇
の
注
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
聚
散
す
る
こ
と
縁

に
随
っ
て
自
在
な
る
こ
と
を
得
ず
」「
聚
し
て
生
と
為
り
、
散
じ
て
死
と
為
る
」

と
あ
り
、
前
の
十
喩
の
「
無
常
」
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
人
の
肉
体
に
お

い
て
「
無
常
」
は
現
実
の
視
覚
の
対
象
が
「
変
滅
」
す
る
こ
と
、「
空
」
は
、

因
縁
に
随
い
眼
前
の
物
が
集
合
し
た
り
散
じ
た
り
、
あ
る
と
き
に
は
存
在
し
、

あ
る
と
き
に
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
解
釈
で
き
る
。

第
三
節
　
五
薀
思
想
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
『
維
摩
経
』
の
思
想
の
基
礎
的
な
布
教
に
は
、
維
摩
会
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
寺
院
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

第
一
の
教
学
が
あ
る
と
し
て
も
兼
学
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
奈
良
か
ら
平
安
を

経
て
鎌
倉
に
至
る
ま
で
、
圧
倒
的
に
維
摩
会
講
師
を
輩
出
し
て
い
る
の
は
、
興

福
寺
の
法
相
系
僧
侶
達
で
あ
る
。
興
福
寺
の
第
一
の
教
学
は
言
わ
ず
と
知
れ
た

法
相
宗
で
あ
る
な
か
で
も
、
真
言
宗
を
兼
ね
た
者
も
三
名
は
い
る
。
華
厳
宗
の

東
大
寺
に
お
い
て
は
、
三
論
宗
を
修
学
し
て
い
る
講
師
は
五
十
二
名
、
第
一
の

教
学
の
華
厳
宗
は
二
十
八
名
で
あ
る
。
一
方
、
後
、
浄
土
宗
祖
を
輩
出
し
た
天

台
宗
は
、
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
お
い
て
の
み
、
十
四
名
の
講
師
で
あ
る
。
三

会
制
度
に
お
い
て
僧
侶
ら
の
昇
進
の
登
竜
門
と
な
っ
た
維
摩
会
講
師
の
修
学
者

は
、
法
相
宗
・
三
論
宗
・
華
厳
宗
に
限
ら
れ
て
い
く
が
、
三
論
宗
は
各
寺
院
で

平
安
初
期
か
ら
鎌
倉
に
至
る
ま
で
寺
の
教
学
に
関
係
な
く
継
続
し
て
修
学
さ
れ

て
い
た
、
と
推
察
さ
れ
る

（
22

。

　

こ
の
よ
う
な
三
論
宗
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
る
と
、『
維
摩
経
義
疏
』
が
学

問
的
な
流
れ
を
保
っ
て
い
た
と
の
意
見

（
23

も
自
然
に
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
深
く
「
無
常
」
と
「
空
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

聖
徳
太
子
の
も
と
で
三
論
成
実
並
習
派
が
著
述
し
た
と
さ
れ
る
『
維
摩
経
義

疏
』
は
、『
注
維
摩
』
よ
り
空
観
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
『
維
摩
経
義
疏
』

に
十
喩
の
詳
し
い
注
釈
が
あ
る
（
書
き
下
し
文
、
傍
線
部
筆
者
）。

　
　

�

従
是
身
如
聚
沫
以
下
、
擧
空
門
。
自
有
十
譬
即
分
為
二
。
第
一
前
五
譬
明

内
我
所
空
。
従
是
身
如
夢
以
下
五
譬
明
外
我
所
空
。
或
云
、
初
五
譬
別
明

内
五
陰
空
、
後
五
譬
總
明
内
五
陰
空
也
。
経
云
、
色
如
聚
沫
、
受
如
泡
、

想
如
炎
、
行
如
芭
蕉
、
識
如
幻
。
明
以
智
手
摩
不
得
實
。（

24

。

　
『
維
摩
経
』
十
喩
を
二
つ
に
分
け
て
、
一
つ
の
解
釈
は
、
前
の
「
是
身
如
聚

沫
」
以
下
の
比
喩
は
、
我
が
内
な
る
と
こ
ろ
の
空
を
言
い
、
後
の
五
つ
の
比
喩

「
是
身
如
夢
為
虚
妄
見
」
以
下
は
、
我
が
外
な
る
と
こ
ろ
の
空
を
述
べ
る
、
い

わ
ば
「
空
門
」
の
釈
義
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
前
の
五
つ
の
比
喩
は
、「
と

り
わ
け
て
内
な
る
と
こ
ろ
の
五
陰
空
」
を
い
い
、
後
の
五
つ
は
「
ま
と
め
て
内

な
る
と
こ
ろ
の
五
陰
空
」
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
言
う
。「
経
云
、
色
如
聚
沫
、

受
如
泡
、
想
如
炎
、
行
如
芭
蕉
、
識
如
幻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
こ
れ
は
前
の
五
つ
の
喩
え
が
、
後
の
五
つ
の
喩
え
よ
り
も
重
大
に
解
釈

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
す
る
。
つ
ま
り
「
五
陰
」
は
「
空
」
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

　
「
五
陰
」
と
は
「
五
蘊
」
と
も
言
い
、「
色
、
受
、
想
、
行
、
識
」
の
五
つ
の
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六

集
合
体
か
ら
「
身
心
」
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。「
蘊
」（skandha

）
と
は
、

名
義
抄
に
は
「
ア
ツ
ム
・
ツ
ツ
ム
・
カ
ク
ス
」
等
と
記
さ
れ
、
集
積
、
集
ま
り

で
、「
つ
み
あ
つ
め
る
」
意
味
で
あ
る
。「〈
色
〉
は
感
覚
器
官
を
備
え
た
身
体
、

〈
受
〉
は
苦
・
楽
・
不
苦
不
楽
の
３
種
の
感
覚
、〈
想
〉
は
認
識
対
象
か
ら
そ
の

姿
か
た
ち
の
像
や
観
念
を
受
動
的
に
受
け
る
表
象
作
用
、〈
行
〉
は
能
動
的
に

意
志
す
る
働
き
や
衝
動
的
欲
求
、〈
識
〉
は
認
識
あ
る
い
は
判
断
」（

25

で
あ
る
。

人
間
を
「
肉
体
〈
色
身
〉
と
そ
れ
を
依
り
所
と
す
る
精
神
の
は
た
ら
き
（
受
・

想
・
行
・
識
）
と
か
ら
成
る
も
の
と
み
て
、
こ
の
５
つ
に
よ
り
個
人
の
存
在
全

体
を
表
し
尽
く
す
考
え
方
」
で
あ
る

（
26

。
し
か
も
、
こ
の
「
蘊
」
と
は
、
じ
っ

と
静
止
し
て
い
る
状
態
で
は
な
く
て
、
常
に
始
終
「
動
い
て
い
る
」
状
態
を
指

す
（
27

、
と
言
う
。

　

五
蘊
思
想
に
お
い
て
、「
色
薀
」（
肉
体
）
は
そ
の
存
立
の
根
拠
に
遡
っ
て
考

察
さ
れ
る
。
色
薀
を
設
定
す
る
た
め
に
、
要
素
で
あ
る
「
地
・
水
・
火
・
風
」

の
四
大
が
必
要
条
件
と
な
る

（
28

。

　
「
地
・
水
・
火
・
風
」
の
要
素
と
は
、「
堅
さ
・
湿
り
気
・
熱
さ
・
動
き
」
を

本
性
（
自
性
）
と
す
る
。
身
体
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
地
の
要
素
と
は
髪
、
毛
、

歯
、
皮
、
肉
、
腱
な
ど
の
解
剖
学
的
な
臓
腑
等
で
あ
り
、
水
の
要
素
は
体
内
に

あ
る
水
分
、
つ
ま
り
胆
汁
、
痰
、
血
、
汗
な
ど
を
言
い
、
火
の
要
素
と
は
体
温

や
老
化
や
消
化
機
能
で
あ
り
、
風
の
要
素
と
は
呼
吸
や
気
の
作
用
を
表
す
と
さ

れ
る

（
29

。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
自
然
界
に
も
身
体
に
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
人

間
は
、
四
大
要
素
の
集
合
体
と
五
薀
の
集
合
体
の
、
二
つ
の
集
合
体
か
ら
成
る

存
在
で
あ
る

（
30

。

　
　

四
大
種
ノ
ナ
カ
ニ
水
火
風
ハ
ツ
ネ
ニ
害
ヲ
ナ
セ
ト
大
地
ニ
イ
タ
リ
テ
ハ

　
　

コ
ト
ナ
ル
変
ヲ
ナ
サ
ス
（
大
地
震
）（

31

　
『
方
丈
記
』
前
半
部
の
、
安
元
の
大
火
、
治
承
の
辻
風
、
福
原
遷
都
、
元
暦

の
大
地
震
は
、
こ
の
四
つ
の
要
素
を
表
現
し
、
自
然
界
の
み
な
ら
ず
長
明
自
身

の
身
体
と
共
に
、
二
つ
の
内
外
の
要
素
で
色
薀
を
設
定
し
て
い
る
と
考
え
る

（
32

。

　

二
つ
の
内
外
の
物
質
的
要
素
と
は
、
十
喩
の
直
後
の
「
是
身
無
主
為
如
地
」

の
僧
肇
の
注
に
、
自
然
と
身
体
の
こ
の
二
つ
の
集
合
体
を
成
り
立
た
せ
て
い
る

共
通
の
根
本
的
な
要
素
が
四
大
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

肇
曰
く
。
夫
れ
万
事
万
形
は
皆
な
四
大
を
も
て
成
る
。
外
に
在
れ
ば
則
ち

土
木
山
河
と
為
り
。
内
に
在
れ
ば
則
ち
四
支
百
体
と
為
る
。（
中
略
）
生

ず
れ
ば
則
ち
内
と
為
り
、
死
す
れ
ば
則
ち
外
と
為
る
。
内
外
殊
り
と
雖
も

然
も
其
の
大
は
異
な
ら
ず
。
故
に
内
外
の
四
大
を
以
て
類
し
て
無
我
を
明

か
す
。

　

こ
こ
か
ら
考
察
で
き
る
の
は
、
自
然
（
土
木
山
河
）
と
身
体
と
は
四
大
で
成

り
立
ち
、
生
れ
る
と
四
肢
と
な
り
、
死
ぬ
と
自
然
に
帰
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

四
大
と
は
元
来
、
精
霊
の
類
で
あ
り
、
人
の
肉
体
に
通
じ
る
と
い
う
考
え
方
が

示
さ
れ
て
い
る
。
人
間
と
自
然
は
別
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
オ
オ
イ
サ

（
大
）
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
自
然
と
身
体
の
四
大
で
似
せ
て

「
無
我
」
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
羅
什
の
「
空
無

我
」
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
『
方
丈
記
』
の
前
半
部
を
顧
み
る
と
、
安
元
の
大
火
は

都
の
燃
焼
を
表
す
が
、
比
喩
的
に
は
身
体
の
老
化
、
治
承
の
辻
風
は
都
の
循
環

機
能
の
麻
痺
だ
が
、
身
体
に
お
け
る
呼
吸
や
気
の
不
調
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
福
原
遷
都
は
、
大
輪
田
泊
に
面
し
た
海
の
都
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
水
気
に
覆
わ
れ
た
身
体
が
機
能
不
全
を
お
こ
し
て
い
る
様
子
を
表
す
。

　
　

所
ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
ミ
ル
ニ　

南
ハ
海
チ
カ
ク
テ
ク
ダ
レ
リ

（
33

　
　

ナ
ミ
ノ
ヲ
ト
ツ
ネ
ニ
カ
マ
ヒ
ス
シ
ク　

シ
ホ
風
コ
ト
ニ
ハ
ケ
シ

　
　

ア
リ
ト
シ
ア
ル
人
ハ
皆
浮
雲
ノ
ヲ
モ
ヒ
ヲ
ナ
セ
リ　
　
（
福
原
遷
都
）

　

福
原
に
住
ま
う
人
々
の
、
遷
都
後
の
不
安
的
な
生
活
に
、
各
々
戸
惑
っ
て
い

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
都
を
身
体
と
考
え
る
と
、
各
臓
器
が
蓄
え
て
い

る
水
分
が
罹
患
し
て
滞
っ
て
い
る
状
態
を
表
す
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

養
和
の
飢
渇
に
つ
い
て
は
、
飢
餓
と
触
れ
る
こ
と
で
「
色
身
」
が
破
壊
さ
れ
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七

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

（
34

、
こ
れ
は
四
大
を
強
調
し
た
章
段
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
地
や
水
や
風
や
火
の
、
四
つ
の
要
素
が
暴
れ
る

こ
と
は
、
目
に
見
え
る
自
然
界
が
、
長
明
自
身
の
身
体
と
重
な
り
「
無
常
」
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
方
丈
記
』
前
半
部
に
お
い
て
は
、
色
薀
を
設
定
す
る
た
め

に
「
地
・
水
・
火
・
風
」
と
い
う
四
大
種
を
述
べ
る
が
、
体
内
に
も
自
然
界
に

も
存
在
す
る
要
素
の
集
積
が
動
き
、
長
明
の
身
体
と
、
社
会
（
都
）
を
含
む
自

然
の
二
つ
の
「
変
滅
」「
無
常
」
の
有
様
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
節
　
安
居
院
唱
導
の
影
響

　

人
の
身
体
と
自
然
の
「
無
常
」
の
二
重
構
造
の
思
想
は
、
具
体
的
に
、
安
居

院
唱
導
の
語
句
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

世
中
ニ
ア
ル
人
ト
栖
ト
又
カ
ク
ノ
コ
ト
シ

　

こ
の
冒
頭
第
三
文
〈
人
ト
栖
〉
に
つ
い
て
、
上
野
英
二
氏
は
こ
れ
に
関
連
す

る
〈
朽
宅
・
仮
栖
―
依
身
・
脆
形
〉
の
対
語
が
唱
導
文
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
（
35

。
そ
し
て
こ
の
唱
導
文
に
「
五
陰
」、
つ
ま
り
「
五
蘊
」
の
語
が
出
現
し

て
い
る
。
冒
頭
第
一
文
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
カ
レ
」
に
関
連
す
る
「
逝
水
波
」
が
同

時
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
唱
導
文
も
あ
る
（
傍
線
部
、
二
重
傍
線
部
筆
者
）。

　
　

夫
三
界
之
朽
宅
仮
栖
也　

来
而
非
可
永
留
之
処

　
　
　

五
陰
之
依
身
脆
形
也　

生
而
非
可
久
保
之
命　

故
楼
台
十
二
皆
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
免
劫
火
煙　

綺
羅
三
千
速
去
誰
非
逝
水
波

�

『
言
泉
集
』
九
条
院
御
乳
母
宣
旨
殿

（
36

　

こ
れ
は
『
言
泉
集
』
の
中
に
あ
る
唱
導
文
で
あ
る
。『
言
泉
集
』
は
、
聖
覚

が
父
澄
憲
の
『
転
法
輪
鈔
』
を
改
め
て
実
用
書
と
し
て
編
纂
し
た
唱
導
集
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
、
澄
憲
や
聖
覚
の
作
句
以
外
に
、
慶
滋
保
胤
、
大

江
匡
房
等
の
漢
学
者
が
書
い
た
文
章
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

（
37

。

澄
憲
は
長
明
を
中
宮
叙
爵
し
た
高
松
院
と
密
通
し
た
人
物
で
、
比
叡
山
で
安
居

院
流
の
唱
導
を
確
立
す
る
。
長
明
と
は
関
係
が
近
し
い
必
然
性
は
あ
ろ
う
。

　

九
条
院
と
は
、
近
衛
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
藤
原
呈
子
で
あ
る
。
そ
の
乳
母
で

も
あ
る
中
宮
宣
旨
の
逝
去
の
際
に
読
ま
れ
た
表
白
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
宮
宣

旨
は
女
房
三
役
の
中
で
出
自
が
高
い
者
で
、
最
も
地
位
が
高
く
長
い
間
中
宮
に

仕
え
る
が

（
38

、
し
か
し
具
体
的
に
誰
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。「
五
陰
之
依

身
」
が
「
生
き
て
久
し
か
る
べ
き
保
つ
命
に
非
ざ
る
な
り
」
と
『
維
摩
経
』
十

喩
第
二
句
「
不
得
久
立
」
を
連
想
さ
せ
る
句
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

紅
顔
遂
從
逝
水
之
波　

當
知
三
界
居　

非
永
靜
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
思
五
陰
形　

非
遂
堅
形

�

『
言
泉
集
』
民
部
卿
顕
頼
室
家
逆
修

（
39

　

民
部
卿
と
は
藤
原
顕
頼
を
指
す
。
そ
の
正
室
で
あ
る
忠
子
の
逆
修
と
思
わ
れ

る
。
逆
修
と
は
、
生
前
に
、
自
分
の
死
後
の
冥
福
の
た
め
に
仏
事
を
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
は
忠
子
の
実
家
が
主
催
し
て
執
り
行
っ
た
生
前
供
養
と
考
え
ら
れ
る
。

住
居
と
色
身
を
対
句
と
し
、「
遂
に
堅
き
形
に
非
ざ
る
な
り
」
と
、
同
じ
く

「
五
薀
」
の
肉
体
は
脆
く
崩
れ
や
す
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　

三
界
如
朽
宅　

有
為
造
作
處

　
　
　
　
　
　
　
　

無
常
遷
流
栖　

也　
　

業
因
之
礎
漸
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
根
之
柱
忽
欣

　
　

色
身
之
舎
宅
不
全

　
　

受
薀
之
梁
棟
自
落　

墻
壁
頽
落　

柱
根
腐
敗　

家
破
處
荒　

不
堪
止
住

�

『
鳳
光
抄
』（

40

　
『
鳳
光
抄
』
は
、
金
沢
文
庫
の
み
に
あ
る
安
居
院
流
の
唱
導
書
で
あ
る
。〈
舎

宅
―
梁
棟
〉
は
『
方
丈
記
』
冒
頭
の
〈
棟
ヲ
ナ
ラ
ヘ
―
イ
ラ
カ
ヲ
ア
ラ
ソ
ヘ

ル
〉
の
対
句
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　
　

タ
マ
シ
キ
ノ
ミ
ヤ
コ
ノ
ウ
チ
ニ　

棟
ヲ
ナ
ラ
へ
イ
ラ
カ
ヲ
ア
ラ
ソ
ヘ
ル

　
　

タ
カ
キ
イ
ヤ
シ
キ
人
ノ
ス
マ
ヒ
ハ　

世
〃
ヲ
ヘ
テ
ツ
キ
セ
ヌ
物
ナ
レ
ト
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『方丈記』前半部における安居院唱導の受容　―『維摩経』十喩の思想的基盤をめぐって― 八

八

　
　

是
ヲ
マ
コ
ト
カ
ト
尋
レ
ハ　

昔
シ
ア
リ
シ
家
ハ
マ
レ
ナ
リ

身
分
の
高
い
人
も
低
い
人
も
、
そ
の
住
ま
い
は
尽
き
な
い
も
の
だ
が
、
し
か
し

四
大
の
身
体
と
同
じ
よ
う
に
「
無
常
」
で
あ
る
。

　
〈
色
身
―
受
薀
〉
の
対
語
は
、
前
者
が
「
身
体
」
を
表
し
、
後
者
は
〈
受
・

想
・
行
・
識
の
一
つ
「
感
受
」
の
精
神
作
用
を
表
す
。「
感
受
」
と
は
、
目
や

耳
や
鼻
な
ど
の
、
六
つ
の
感
受
作
用
で
あ
る
。

　
　

今
此
娑
婆
世
界　

三
界
朽
宅　

毒
害
火
灾
衆
難
非
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
陰
依
身　

生
老
病
死
輪
轉
無
際

�

『
轉
法
輪
鈔
』（

41

　
『
轉
法
輪
鈔
』
は
、
元
来
こ
れ
が
安
居
院
流
の
唱
導
集
で
あ
り
、『
言
泉
集
』

は
こ
の
抄
出
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
殆
ど
が
澄
憲
作
だ
が
、
そ
の
他
に
空
海

や
中
国
古
典
な
ど
の
作
品
も
含
ま
れ
、
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
か
ら
建
仁
二

年
（
一
二
〇
二
）
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
句
も
、
こ
の
世
の

住
居
に
対
し
て
滅
ぶ
肉
体
で
あ
る
「
五
薀
」
を
合
わ
せ
た
対
偶
の
作
り
と
な
っ

て
い
る
。「
毒
害
火
灾
衆
難
非
一　

生
老
病
死
輪
轉
無
際
」
と
は
、
様
々
な
害

悪
や
火
災
な
ど
多
く
の
困
難
は
一
つ
で
は
な
く
、
人
の
生
老
病
死
は
際
限
な
く

回
転
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
冒
頭
第
三
文
の
〈
人
ト
栖
〉
の
主
題
は
直
接
的
に
は
安

居
院
唱
導
か
ら
採
ら
れ
た
と
考
え
る

（
42

。
朽
ち
果
て
る
五
薀
の
肉
体
と
そ
れ
に

対
置
さ
れ
る
「
三
界
」
の
「
栖
」
に
つ
い
て
主
題
を
提
示
す
る
。

　

か
く
し
て
〈
人
ト
栖
〉
の
主
題
は
、
末
尾
の
〈
ア
ル
シ
ト
ス
ミ
カ
ト
〉
に
置

換
さ
れ
た
の
ち
、
再
度
〈
露
―
花
〉
の
消
滅
を
詠
む
隔
句
対
に
転
換
さ
れ
る
。

　
　

ソ
ノ　

ア
ル
シ
ト
ス
ミ
カ
ト　

無
常
ヲ
ア
ラ
ソ
フ
サ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ハ
　ヽ
　

ア
サ
カ
ホ
ノ
露
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ス
（
序
文
）

　
　

ス
ヘ
テ
世
中
ノ
ア
リ
ニ
ク
　ゝ

ワ
カ
ミ
ト
ス
ミ
カ
ト
ノ

　
　
　
　

ハ
カ
ナ
ク
ア
タ
ナ
ル
サ
マ
又
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
（
前
半
部
ま
と
め
）

　

こ
の
〈
ア
ル
シ
―
ス
ミ
カ
〉〈
ワ
カ
ミ
―
ス
ミ
カ
〉
の
対
偶
語
も
、『
維
摩

経
』
四
大
の
譬
え
か
ら
の
出
典
で
あ
る
。「
主
」「
我
」「
人
」
が
「
家
」
に
掛

か
っ
て
い
く
。

　
　

是
身
無
主
為
如
地
。
是
身
無
我
為
如
火
。

　
　

是
身
無
壽
為
如
風
。
是
身
無
人
為
如
水
。

　
　

是
身
不
實
四
大
為
家

（
43

。

　

こ
の
身
は
主
無
い
地
面
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
身
は
我
無
く
炎
を
揚
げ
る
火

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
身
は
寿
無
く
揺
れ
動
く
風
の
よ
う
で
あ
り
、
こ

の
身
は
人
無
く
流
れ
る
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
身
は
実
が
な
く
、
四

大
の
集
合
体
を
住
ま
い
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
無
主
」「
無
我
」「
無

壽
」「
無
人
」
と
は
便
宜
に
四
名
を
立
て
て
い
る
だ
け
で
、「
無
我
」
の
こ
と
で

あ
る
。

　
　

主
・
壽
・
人
は
是
れ
一
我
な
り
。
義
に
四
名
を
立
つ
る
な
り

（
44

。

　

色
身
と
は
、「
無
常
」
で
あ
り
「
無
我
」
で
あ
る
。「
無
我
」
と
は
、
身
体
の

諸
器
官
、
諸
臓
器
、
諸
機
能
を
凡
夫
は
「
私
の
も
の
だ
」
と
思
い
込
む
、
だ
か

ら
「
私
の
も
の
で
は
な
く
、
私
で
は
な
く
、
私
の
我
で
は
な
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
か
ら
心
を
離
れ
さ
せ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
教
え
諭
さ
れ
、
自
分
の
身
を

観
想
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
深
い
観
想
と
は
、
四
大
の
各
要
素
で
あ
る
臓
器

や
器
官
、
骨
や
皮
膚
の
要
素
を
、
部
分
的
に
、
自
分
の
身
体
で
も
っ
て
思
念
し

繰
り
返
し
厭
う
こ
と
で
、
こ
の
不
浄
で
頼
り
な
く
空
し
い
色
身
を
想
像
す
る
こ

と
で
あ
る

（
45

。

　
　

築
地
ノ
ツ
ラ
道
ノ
ホ
ト
リ
ニ
ウ
ヘ
シ
ヌ
ル
物
ノ
タ
ク
ヒ
カ
ス
モ
不
知

　
　

ト
リ
ス
ツ
ル
ワ
サ
モ
シ
ラ
ネ
ハ　

ク
サ
キ
カ
世
界
ニ
ミ
チ
満
テ
カ
ハ
リ

　
　

ユ
ク
カ
タ
チ
ア
リ
サ
マ　

目
モ
ア
テ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ヲ
ホ
カ
リ
（
飢
渇
）

　

死
体
が
腐
乱
し
た
不
浄
で
満
ち
溢
れ
る
世
界
を
描
き
、
道
端
に
捨
て
ら
れ
た

死
体
は
、
長
明
に
と
っ
て
、
い
つ
か
必
ず
や
っ
て
来
る
近
未
来
の
自
身
の
姿
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
前
半
部
は
四
大
の
「
自
然
」
を
表
面
的
に
は
描
い
て
い

る
と
言
っ
て
も
、
反
転
し
て
、
自
身
の
不
浄
で
満
ち
溢
れ
る
臓
器
や
骨
を
観
想
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九

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
全
体
の
主
題
と
し
て
は
安
居
院
唱
導
か
ら
取
り
、
前
半
部

各
章
段
の
小
見
出
し
は
『
維
摩
経
』
四
大
の
譬
え
か
ら
取
り
、
前
半
部
は
四
大

種
の
災
厄
を
身
体
と
自
然
に
喩
え
て
観
想
す
る
章
段
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
ら

れ
る
。

　

序
文
末
尾
は
「
肉
体
」
の
「
変
滅
」
を
示
す
隔
句
対
を
配
置
す
る
。

　
　

或
ハ
露
ヲ
チ
テ　

花
ノ
コ
レ
リ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
コ
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ　

ア
サ
日
ニ
カ
レ
ヌ

　
　

或
ハ
花
シ
ホ
ミ
テ
露
ナ
ホ
キ
ヘ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ヘ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ　

夕
ヲ
マ
ツ
事
ナ
シ

　
〈
ア
ル
シ
〉
が
〈
人
・
露
〉
を
、〈
ス
ミ
カ
〉
が
〈
栖
・
花
〉
を
示
し
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
、
朝
顔
も
そ
れ
に
寄
る
露
も
共
に
、
朝
日
に
夕
方
に
、
慌
た
だ

し
く
滅
び
去
っ
て
い
く
様
態
を
形
容
す
る
。
つ
ま
り
「
五
蘊
」
の
結
合
が
解
け
、

朝
に
夕
に
滅
び
去
る
様
子
を
描
写
す
る
対
句
で
は
あ
る
が
、
一
句
の
中
に
ゆ
っ

く
り
と
流
れ
る
時
間
の
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
四
大
種
の
集
合
体
で
あ
る

「
色
身
」
の
滅
び
と
、「
五
薀
」
の
〈
受
・
想
・
行
・
識
〉
を
形
成
す
る
「
我
」

の
滅
び
、
つ
ま
り
「
非
我
」「
無
我
」
の
理
想
的
な
完
成
を
描
写
す
る
。

第
五
節
　
漢
詩
文
と
安
居
院
唱
導
の
影
響

　

序
文
末
尾
の
〈
露
―
花
〉
の
隔
句
対
は
、
兼
明
親
王
の
『
供
養
自
筆
法
華
経

願
文
』
の
影
響
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る

（
46

。

　
　

夫　

来
而
不
留
。
薤
壟
有
拂
晨
之
露
。

　
　
　
　

去
而
不
返
。
槿
籬
無
投
暮
之
花
。　

論
此
浮
生
。
如
彼
花
露
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

況　

雪
鬢
齢
邁
。
黄
壌
期
催

（
47

。

　
〈
ア
サ
日
―
夕
〉
は
〈
晨
―
暮
〉
と
、〈
露
―
花
〉
は
〈
薤
露
―
槿
花
〉
の
対

偶
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、〈
晨
・
露
―
暮
・
花
〉
と
〈
ア
サ
日
・

露
―
夕
・
花
〉
と
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
対
偶
語
の
構
造
も
一
致
し
て
い
る
。
ま

た
、〈
ア
サ
カ
ホ
ノ
露
〉
は
〈
花
露
〉
の
帯
説
を
踏
襲
す
る

（
48

。

　

こ
れ
は
、
白
居
易
「
勧
酒
寄
元
九
」
の
「
薤
の
葉
に
朝
の
露
あ
り
、
槿
の
枝

に
宿ゆ

ふ
べ

の
花
な
し
」
を
典
拠
と
し
つ
つ
も
、「
黄
壌
」（

49

の
語
句
が
あ
る
の
は
、

『
薤
露
行
』
と
い
う
王
侯
貴
族
の
葬
送
用
の
古
楽
府
が
念
頭
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
（
50

。
い
わ
ば
、
兼
明
親
王
が
自
ら
の
「
死
期
」
や
「
臨
終
」
を
意
識
し
た
対

句
と
言
え
る
。
兼
明
親
王
と
同
じ
く
〈
薤
露
―
槿
花
〉
の
対
偶
語
は
慶
滋
保
胤

に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

嗚
呼　
　

誰
謂
薤
露
易
滅　

尚
帶
待
日
之
光　

　
　
　
　
　
　

誰
謂
槿
花
易
衰　

既
有
期
朝
之
光　

痛
哉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
語
不
再
通　
　

形
影
又
永
去　
　

保
胤

（
51

　

こ
れ
は
、『
言
泉
集
』
の
「
亡
息
悲
歎

　
　

」
の
条
に
掲
げ
て
あ
る
。「
男
某
去
六

月
一
日
夕
忽
亡
」
と
あ
り
、
突
然
子
息
を
失
っ
た
親
の
悲
歎
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
親
王
も
保
胤
も
「
死
」
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
特
に
保
胤
は
亡
き
人

と
言
葉
も
通
じ
ず
、
現
実
の
「
色
身
」
の
「
形
影
」
は
永
遠
に
去
っ
て
し
ま
っ

た
と
、
よ
り
現
実
に
子
息
の
姿
形
が
眼
に
見
え
な
く
な
っ
た
親
の
悲
歎
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
作
句
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
薤
隴
露
―
槿
籬
花
〉
の
対
偶
は
、『
澄
憲
作
文
集
』
第
五
十
九
「
天
上
苦
」

に
も
受
容
さ
れ
て
い
る
。

　
　

爰
以　

大
梵
天
王
深
禅
定
快
楽　

案
廻
即
薤
隴
露　

　
　
　
　
　

釈
提
桓
因
喜
見
城
果
報　

思
続
又
槿
籬
花

（
52

　

前
句
は
当
時
、
宋
代
の
禅
林
の
な
か
で
流
行
し
て
い
た
「
拈
華
微
笑
」
の
話

を
踏
ま
え

（
53

、
釈
迦
が
捻
っ
た
花
と
さ
れ
る
蓮
花
を
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
梵

天
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
薤
隴
と
そ
の
露
に
替
え
て
い
る
。
後
句
で
は
帝
釈
天

が
住
む
忉
利
天
の
喜
見
城
に
あ
る
花
「
婆
利
質
多
羅
」（
デ
ィ
ゴ
）（

54

を
、
籬

に
咲
く
朝
顔
に
替
え
て
い
る
。
兼
明
親
王
や
保
胤
や
安
居
院
唱
導
が
、
薤
露
蒿

里
の
故
事
を
踏
ま
え
て
白
居
易
の
〈
薤
露
―
槿
花
〉
の
二
形
対
立
を
保
持
し
て
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一
〇

い
る
の
に
対
し
て
、
長
明
は
薤
隴
を
削
除
し
、〈
花
―
露
〉
の
対
句
に
設
定
す

る
が
、
花
び
ら
に
宿
る
そ
の
露
の
イ
メ
―
ジ
も
唱
導
文
に
そ
の
先
蹤
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

次
の
唱
導
は
、
陰
陽
頭
兼
大
膳
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
安
倍
泰
親
の
追
善
法
要

の
唱
導
で
あ
る
。

　
　

先
秋
林
望
葉　

先
落
者
飽
霜
之
色　
　

　
　
　

春
菀
観
花　

不
留
者
苾
露
之
葩　
　

見
物
変
衰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悟
人
生
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
以
有
為
春
菀
難
駐
者　

纏
宿
霧
之
顔
花
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
常
秋
林
易
落
者　

黏
朝
露
之
命
葉
也　

�

「
陰
陽
頭
泰
親
追
善
」（

55

　

秋
の
林
に
葉
を
望
め
ば
、
霜
に
青
々
と
し
た
葉
は
色
落
ち
し
、
春
の
苑
に
花

を
見
れ
ば
、
芳
し
い
花
々
の
露
も
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
。
物
の
変
衰
を
見
て

人
の
生
死
を
悟
る
。
し
た
が
っ
て
、
春
為
す
園
に
留
め
に
く
い
の
は
、
霧
に
纏

わ
り
つ
い
た
美
し
い
花
で
あ
り
、
無
常
の
秋
の
林
に
落
ち
や
す
い
の
は
、
朝
の

葉
に
張
り
付
い
た
露
の
命
で
あ
る
。「
苾
露
之
葩
」
と
は
、「
よ
い
匂
い
の
す
る

花
び
ら
に
露
が
宿
る
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
対
偶
語
と
し
て
も
「
朝
露
の

命
の
葉
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。

　
　

秋
月
沈
峰　

春
花
苾
地　

　
　

夜
燭
及
曉　

朝
露
向
日　

物
皆
不
久　

人
豈
可
常
乎

�

「
入
道
左
大
臣
経
宗
五
七
日
」（

56

　

こ
れ
は
、
左
大
臣
藤
原
経
宗
の
三
十
五
日
の
追
善
供
養
表
白
で
あ
る
。
秋
月

が
峰
に
沈
み
、
春
の
花
が
香
ば
し
く
、
辺
り
一
面
に
良
い
香
り
が
漂
っ
て
い
て

も
、
夜
の
燭
が
暁
ま
で
及
ん
で
も
、
朝
露
が
日
の
光
に
向
か
う
よ
う
に
、
全
て

の
も
の
は
永
久
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
し
て
や
人
は
常
な
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
、

と
述
べ
る
。

　
　

花
姿
随
無
常
之
狂
風　

無
不
帰
露
命　

混
有
涯
之
逝
水　

去
御

�

『
澄
憲
作
文
集
』
平
馬
助
忠
正
息
女
四
十
九
日

（
57

　

こ
れ
は
、
平
清
盛
の
叔
父
で
あ
る
平
忠
正
の
娘
の
た
め
の
唱
導
と
思
わ
れ
る
。

忠
正
は
、
保
元
の
乱
で
は
崇
徳
・
頼
長
方
に
つ
い
て
敗
れ
甥
で
あ
る
清
盛
に
よ

り
六
波
羅
探
題
で
処
刑
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
花
の
よ
う
な
美
し
い
息
女
も
、

非
常
な
無
常
の
世
界
に
は
随
わ
ざ
る
を
得
ず
、
は
か
な
い
露
の
よ
う
な
命
も
、

赴
か
な
い
こ
と
は
な
い
。
限
り
あ
る
人
の
一
生
は
死
と
同
じ
と
な
っ
て
、
息
女

は
去
っ
て
行
か
れ
た
、
と
述
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
安
居
院
唱
導
が
家
族
の
「
悲
歎
・
別
離
の
情
を
強
調
し
て
、
無

常
思
想
へ
と
導
く
」（

58

の
に
対
し
て
、『
方
丈
記
』
前
半
部
の
「
無
常
」
は
、

『
維
摩
経
』
十
喩
と
四
大
の
譬
え
を
土
台
に
し
て
、
情
緒
的
な
安
居
院
唱
導
を

取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
思
念
的
に
観
想
的
に
「
無
常
」
を
表
現
す
る
。

　
「
色
身
」
は
自
然
界
に
も
肉
体
に
も
存
在
す
る
四
大
種
の
集
合
体
で
あ
る
。

そ
の
「
色
身
」
は
朝
顔
の
花
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
五
蘊
空
」
の
存
在

で
あ
り
、
時
が
来
れ
ば
因
縁
が
ほ
ど
け
散
じ
る
「
無
常
」
の
存
在
で
も
あ
る
。

『
方
丈
記
』
前
半
部
に
お
い
て
、「
色
身
」
が
散
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
の

四
つ
の
厄
災
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、「
色
身
」
と
「
自
然
」
の
「
無
常
」、「
五

陰
空
」「
空
無
我
」
が
前
半
部
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
前
半
部
は
、

『
維
摩
経
』
十
喩
と
四
大
の
譬
え
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
・
自
然
の
み

な
ら
ず
、
人
や
長
明
自
身
の
「
色
身
」
の
「
無
常
」
も
ま
た
強
烈
に
表
現
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　
　

南　

タ
ケ
ノ
ス
ノ
コ
ヲ
シ
キ　

ソ
ノ　

�

西
ニ
ア
カ
タ
ナ
ヲ
ツ
ク
リ

　
　

北
ニ
ヨ
セ
テ
障
子
ヲ
ヘ
タ
テ
　ヽ

阿
弥
陀
ノ
繪
像
ヲ
安
置
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ハ
ニ　

普
賢
ヲ　

カ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ヘ
ニ　

法
花
経
ヲ
ヽ
ケ
リ
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一

　

方
丈
庵
の
、
阿
弥
陀
如
来
の
絵
像
の
そ
ば
に
「
普
賢
菩
薩
」
を
「
カ
キ
」
と

あ
る
が
、
文
字
通
り
「
描
い
た
」
の
か
通
説
の
「
掛
け
た
」
の
か
、
そ
れ
と
も

「
工
作
」
し
た
の
か
実
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
中
で
「
普
賢
菩
薩
」
は
絵

画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
安
居
院
唱
導
の
専
用
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る

（
59

。
安
居
院
一
族
と
の
何
ら
か
の
特
別
な
縁
の
存
在
を
匂
わ
せ
る
記
述
で

あ
る
。
ま
た
『
方
丈
記
』
の
厄
災
記
事
を
引
用
し
て
い
る
『
平
家
物
語
』
は
、

天
台
圏
と
真
言
圏
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
と
重
な
り
、『
方
丈
記
』
の
成
立
に

関
し
て
も
信
西
一
門
の
澄
憲
、
聖
覚
、
醍
醐
寺
勝
賢
、
法
相
宗
貞
慶
と
の
深
い

関
わ
り
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る

（
60

。

　
『
方
丈
記
』
が
表
す
主
題
は
、
安
居
院
唱
導
の
実
践
的
語
彙
で
あ
っ
て
、
唱

導
対
句
の
〈
朽
宅
―
依
身
〉
か
ら
直
接
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
思
想
的
基
盤
に
関
し
て
は
、
当
時
良
く
読
ま
れ
て
い
た
『
注
維
摩
詰

経
』
か
ら
『
維
摩
経
』
十
喩
の
羅
什
と
僧
肇
の
「
無
常
」
の
教
説
を
、
ま
た
そ

れ
か
ら
展
開
す
る
「
四
大
種
」
に
お
け
る
「
五
薀
空
」
の
理
論
を
組
み
込
ん
で

い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
析
さ
れ
た
。

　

前
半
部
で
は
、
色
薀
の
設
定
の
た
め
に
、
安
元
の
大
火
、
治
承
の
辻
風
、
福

原
遷
都
、
元
暦
の
大
地
震
の
四
大
を
章
段
に
組
み
込
み
、「
自
然
」
と
「
色
身
」

の
「
無
常
」
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
色
薀
を
設
定
す
る
た
め
に

は
、
必
ず
「
四
大
」
が
必
要
で
あ
る
。
前
半
部
は
色
薀
設
定
の
章
段
と
考
え
る
。

後
半
部
で
は
、
前
半
部
が
示
す
「
四
大
」
に
加
え
て
、「
識
蘊
」
の
設
定
の
た

め
に
、
受
、
想
、
行
の
三
蘊
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
識
蘊
」

の
設
定
の
た
め
に
は
、「
名
」
と
「
色
」
が
因
縁
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
名
色
」
と
は
識
以
外
の
色
・
受
・
想
・
行
の
四
蘊
の
こ
と
で
あ
る
。
色
薀
は

既
に
前
半
部
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
究
極
的
に
「
識
の
滅
」
に
つ
い
て
「
不

詳
阿
弥
陀
仏
」
を
通
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
文
の
〈
ウ
タ
カ
タ
〉
と
〈
水
ノ
ア
ハ
〉
は
、『
維
摩
経
』
十
喩
か
ら
羅

什
の
「
無
常
」
の
思
想
を
受
け
る
。
冒
頭
第
三
文
〈
人
ト
栖
〉
の
主
題
で
、

『
維
摩
経
』
四
大
の
譬
え
か
ら
「
五
蘊
空
」
を
示
す
。「
五
蘊
空
」
と
は
安
居
院

唱
導
の
実
践
的
な
こ
と
ば
で
あ
る
と
と
も
に
、
根
本
は
『
維
摩
経
』
四
大
の

「
空
無
我
」
の
思
想
な
の
で
あ
る
。
序
文
末
に
は
兼
明
親
王
や
慶
滋
保
胤
の
臨

終
的
要
素
の
強
い
隔
句
対
を
典
故
と
し
て
配
置
し
、「
空
無
我
」
の
完
成
を
暗

示
し
て
い
る
。
続
く
前
半
部
の
四
大
災
厄
で
は
、「
自
然
」
と
「
色
身
」
の
二

つ
の
「
無
常
」
と
「
空
」
を
具
体
例
と
し
て
示
す
。

　

後
半
部
は
、
前
半
部
を
受
け
た
「
名
色
」
の
展
開
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
、
末
尾
で
ど
の
よ
う
に
「
識
の
滅
」
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
今
後
の
研

究
を
俟
ち
た
い
。

注１
）�

簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
１
９
６
９
年
２
月　

豊
島
書
房

１
１
５
頁
）『
注
維
摩
』
は
、
平
安
期
写
の
談
山
神
社
所
蔵
八
巻
本
と
大

正
大
蔵
経
対
校
本
十
巻
本
が
知
ら
れ
る
。
古
体
を
残
す
の
は
八
巻
本
と
指

摘
さ
れ
る
の
が
大
勢
だ
が
、
盤
斎
が
閲
覧
し
た
『
註
維
摩
』
は
、
十
巻
本

の
可
能
性
が
高
い
。（
木
村
宣
彰
「
注
維
摩
経
の
異
本
に
つ
い
て
」『
大
谷

大
学
真
宗
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
四
号　

１
９
８
７
年
１
月
な
ど
）。

２
）�

福
島
光
哉
「
妙
法
と
し
て
の
円
融
三
諦
と
そ
の
思
想
的
背
景
―
法
華
玄
義

研
究
序
説
―
」（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
１
９
７
６
年
２
月　

２０
頁
）

３
）�

井
上
光
貞
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
１
９
８
６
年
２
月　

岩
波
書
店　

２
８
５
頁

４
）�
永
村
真
『
醍
醐
寺
所
蔵
「
下
醍
醐
年
中
行
事
」』（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所

『
研
究
紀
要
』
第
９
号　

１
９
８
７
年　

１
９
２
頁
）

５
）�

伊
藤
隆
寿
「
興
福
寺
維
摩
絵
と
諸
宗
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
部
論
集
』
第
十

号　

１
９
７
９
年
１１
月

６
）�『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三　

角
川
書
店　

３
０
６
頁
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『方丈記』前半部における安居院唱導の受容　―『維摩経』十喩の思想的基盤をめぐって― 一二

一
二

７
）�

四
天
王
寺
會
本
『
維
摩
経
義
疏
』
乾
巻　

四
天
王
寺　

１
９
７
６
年
１０
月　

８２
頁

８
）�
白
川
静
『
字
訓
』(

普
及
版)

２
０
１
３
年
１１
月　

平
凡
社　

５５
頁

９
）�
高
橋
尚
夫
『
維
摩
経
ノ
ー
ト
Ⅰ
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

２
０
１
７
年
３
月

１
７
２
頁

10
）�

国
枝
利
久
「
維
摩
経
十
喩
と
和
歌
―
釈
教
歌
研
究
の
基
礎
的
作
業
（
六
）

―
」（『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
通
巻
六
十
四
号　

１
９
８
０
年
３
月　

８０

頁
）

11
）�『
赤
染
衛
門
集
全
評
釈
』
私
家
集
全
釈
叢
書
Ⅰ　

１
９
８
６
年
９
月　

風

間
書
房　

４
０
９
頁

12
）�『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

１
５
９
頁　

角
川
書
店

13
）�『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

１
７
４
頁　

角
川
書
店

14
）�『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻　

私
家
集
編
Ⅱ　

９０
頁　
　

角
川
書
店

15
）�

丸
山
林
平
『
上
代
語
辞
典
』
１
９
６
７
年
７
月　

９
４
１
頁

�

『
日
本
歌
語
辞
典
』
１
９
９
４
年
７
月　

大
修
館
書
店　

８
９
１
頁

16
）�

簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
１
９
６
９
年
２
月　

豊
島
書
房　

１
１
６
頁

17
）�

望
月
氏
は
、
諸
宗
で
解
釈
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
括
弧
は

筆
者
）。

�

但
し
十
喩
所
明
の
法
義
に
関
し
て
は
諸
家
の
説
一
準
な
ら
ず
。
注
維
摩
詰

経
第
二
に
依
る
に
、
羅
什
は
之
を
以
て
無
常
を
喩
へ
、
僧
肇
（
鳩
摩
羅
什

弟
子
）
は
之
を
以
て
空
の
羲
を
明
せ
る
も
の
と
し
、
慧
遠
（
地
論
宗
）
の

維
摩
義
記
第
一
文
末
に
は
、
前
の
五
喩
は
別
し
て
五
陰
に
就
き
、
後
の
五

喩
は
通
じ
て
五
陰
に
就
き
て
空
を
明
せ
り
と
し
、
智
顗
（
天
台
宗
）
の
維

摩
経
略
疏
第
三
に
は
、
総
別
を
解
せ
ば
慧
遠
に
同
じ
く
、
通
相
に
釈
せ
ば

身
空
法
空
を
喩
へ
た
る
も
の
と
し
、
吉
蔵
（
三
論
宗
）
の
維
摩
経
義
疏
第

二
に
は
慧
遠
の
説
を
非
し
、
是
れ
皆
総
喩
に
し
て
別
譬
に
非
ず
と
云
ひ
、

上
宮
王
の
維
摩
経
義
疏
巻
上
に
は
二
義
を
掲
げ
、
一
義
は
前
の
五
喩
を
以

て
内
の
我
所
空
、
後
の
五
喩
を
以
て
外
の
我
所
空
を
明
す
と
し
、
一
義
は

前
の
五
喩
は
別
し
て
内
の
五
陰
空
、
後
の
五
喩
は
総
じ
て
内
の
五
陰
空
を

明
せ
る
も
の
と
な
せ
り
（
望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
第
３
巻　

２
３
９
９
頁
）。

18
）�「
対
訳
注
維
摩
詰
経
㈣
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
五
号　

１
９
８
３
年
２
月　

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所　

１
２
９
～
１
３
０

頁
）

19
）�

村
上
真
完
氏
は
、「
法
」
を
「
構
成
部
分
，
構
成
要
素
・
属
性
・
機
能
・

作
用
な
ど
」
と
述
べ
て
い
る
（
村
上
真
完
「
色
（rūpa

）
は
物
質
で
は
な

い
―
仏
典
に
お
け
る
原
意
と
訳
語
の
考
察
―
」『
印
度
仏
教
学
研
究
』
第

５
９
巻
第
２
号　

２
０
１
１
年
３
月　

２
２
４
頁
）

20
）�

高
橋
尚
夫
『
維
摩
経
ノ
ー
ト
Ⅰ
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

２
０
１
７
年
３
月　

１
７
５
頁　

１
７
７
頁

21
）�

村
上
真
完
「
色
（rūpa

）
は
物
質
で
は
な
い
―
仏
典
に
お
け
る
原
意
と

訳
語
の
考
察
―
」『
印
度
仏
教
学
研
究
』
第
５
９
巻
第
２
号　

２
０
１
１

年
３
月　

２
１
７
頁
）

�

高
橋
尚
夫
『
維
摩
経
ノ
ー
ト
Ⅰ
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

２
０
１
７
年
３
月　

１
７
５
頁　

１
７
７
頁

22
）�

伊
藤
隆
寿
「
興
福
寺
維
摩
会
と
諸
宗
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
部
論
集
』
第
十

号　

１
９
７
９
年　

１
８
５
頁
）

�

今
成
氏
は
、『
維
摩
経
』
の
享
受
を
古
代
前
期
「
思
弁
的
哲
学
的
享
受
」、

古
代
後
期
「
浪
漫
的
感
傷
的
享
受
」、
中
世
「
信
仰
的
在
俗
的
享
受
」
の

三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。（
今
成
元
昭
「『
方
丈
記
』
と
仏
教
思
想
」
笠
間

書
院　

２
０
０
５
年
１１
月　

９６
頁
）

23
）�

井
上
光
貞
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
１
９
８
６
年
２
月　

岩
波
書
店　

２
８
５
頁
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24
）�

四
天
王
寺
會
本
『
維
摩
経
義
疏
』
乾
巻　

１
９
７
６
年
１０
月　

四
天
王
寺　

８２
頁

25
）�『
岩
波
仏
教
辞
典
』　

岩
波
書
店　

１
９
８
９
年
１２
月　

３
１
６
頁

26
）�
同
右

27
）�

高
神
覚
昇
「
般
若
心
経
講
義
」『
世
界
教
養
全
集
』
平
凡
社　

１
９
６
３

年
５
月　

１
４
０
頁

28
）�

四
大
種
は
物
質
を
表
す
元
素
で
は
な
く
て
、
大
種
（m

aha-bhūta

）
と
は
、

生
き
物
で
あ
っ
て
精
霊
の
類
で
あ
る
と
い
う
。
い
わ
ば
四
つ
の
生
命
要
素

で
あ
っ
て
、人
間
の
体
内
外
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
村
上
真
完
「
色
（rūpa

）

は
物
質
で
は
な
い
―
仏
典
に
お
け
る
原
意
と
訳
語
の
考
察
―
」『
印
度
仏

教
学
研
究
』
第
５９
巻
第
２
号　

２
０
１
１
年
３
月　

２
１
９
～
２
２
０

頁
）

29
）�

村
上
真
完
「
原
始
仏
教
研
究
法
の
検
討
に
基
づ
く
五
蘊
説
の
考
察
」（『
印

度
学
佛
教
学
研
究
』
第
５５
巻
第
２
号　

２
０
０
７
年
３
月　

１
７
６
頁
）

30
）�

同
右　

１
８
０
頁　

注
２

31
）�

今
成
氏
は
、
こ
の
部
分
「
コ
ト
ナ
ル
変
ヲ
ナ
サ
ス
」
に
つ
い
て
「
脈
絡
が

不
明
瞭
」
と
述
べ
て
い
る
が
（「『
方
丈
記
』
と
仏
教
思
想
」
笠
間
書
院　

２
０
０
５
年　

２
６
１
頁
）、�

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
の
「
こ
の
身

体
は
、
大
地
に
も
似
て
、
無
活
動
で
あ
る
」
の
一
句
を
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
（
高
橋
尚
夫
『
維
摩
経
ノ
ー
ト
Ⅰ
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

２
０
１
７
年
３
月
１
７
７
頁
）。

32
）�

今
成
氏
に
は
『
維
摩
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、

「
四
大
の
患
い
が
如
何
に
酷
烈
に
人
の
世
に
作
用
し
、
そ
こ
に
住
む
人
々

を
苦
艱
に
追
い
や
っ
て
い
る
か
を
、
蓮
胤
が
己
れ
の
生
き
た
時
代
の
具
体

的
な
事
象
に
よ
っ
て
生
々
し
く
描
き
出
し
た
の
が
『
方
丈
記
』
前
半
な
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（「『
方
丈
記
』
と
仏
教
思
想
」
笠
間
書
院　

２
０
０
５
年　

７９
頁
）、
眼
前
の
描
く
対
象
の
自
然
と
長
明
自
身
の
肉
体

は
も
っ
と
密
着
さ
せ
て
解
釈
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
。『
維
摩
経
』
十
喩

を
踏
ま
え
る
と
、
眼
前
の
客
観
的
な
世
界
は
、
反
転
し
て
自
身
の
色
身
に

帰
す
る
と
思
わ
れ
る
。

33
）�

大
福
光
寺
本
以
外
の
諸
本
（
古
本
系
、
流
布
本
系
と
も
に
）
は
、「
其
地

程
せ
ば
く
て
、
条
理
を
わ
る
に
た
ら
ず
。
北
は
山
に
傍
て
高
く
」（
嵯
峨

本
）
の
挿
入
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
北
は
山
に
傍
て
高
く
」
と

「
南
ハ
海
チ
カ
ク
テ
ク
タ
レ
リ
」
を
対
句
と
し
た
解
釈
で
は
、
山
と
海
と

が
相
対
化
さ
れ
て
、
四
大
種
の
水
の
要
素
が
強
調
さ
れ
ず
、
読
み
手
に
は

弱
く
伝
え
ら
れ
る
。
四
大
種
の
水
の
要
素
か
ら
す
れ
ば
、
大
福
光
寺
本
の

「
所
ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
ミ
ル
ニ
南
ハ
海
チ
カ
ク
テ
ク
タ
レ
リ
」
の
文
が
適
当
、

と
考
え
る
。

34
）�『
雑
阿
含
経
』
巻
二
（
四
六
）
に
、
次
の
記
述
が
あ
り
、
飢
餓
と
触
れ
る

こ
と
は
蠋
閡
で
あ
っ
て
、「
色
」
が
壊
れ
る
「
非
我
」
で
あ
る
と
解
釈
さ

れ
る
（
村
上
真
完
「
原
始
仏
教
研
究
法
の
検
討
に
基
づ
く
五
蘊
説
の
考

察
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
５５
巻
第
２
号　

２
０
０
７
年
３
月　

１
７
４
頁
）

　
　

若
渇
若
飢
。
若
蚊
虻
諸
毒
虫
風
雨
蠋
。
是
名
蠋
閡
。
是
故
閡
是
色
受
陰
。

　
　

今
成
氏
は
、「
蓮
胤
が
四
大
に
よ
っ
て
人
界
の
苦
悩
を
描
こ
う
と
目
論
む

限
り
、
戦
乱
は
『
方
丈
記
』
の
方
法
の
対
象
外
の
事
象
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
肯
定
さ
れ
る
べ
き
意
見
で
あ
る
（「『
方
丈
記
』
と
仏
教
思
想
」
笠
間

書
院　

２
０
０
５
年　

８８
頁
）。

35
）�

上
野
英
二
「
和
漢
混
淆
の
記
―
方
丈
記
考
―
」（『
成
城
國
文
學
論
集
』

１
９
８
８
年
７
月　

６１
頁
）。

36
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

１
８
４
頁

37
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

４
７
４
頁

38
）�

諸
井
彩
子
「
宣
旨
女
房
考
」『
中
古
文
学
』
９４
巻　

２
０
１
４
年
１１
月

39
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

１
８
３
頁
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一
四

40
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

３
５
２
頁　

４
７
６
頁

41
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　
　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

２
３
８

頁

42
）�

大
正
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、〈
朽
宅
―
五
蘊
〉
の
語
は
次
の

よ
う
な
用
例
が
見
ら
れ
る
。

�

了
五
蘊
宅
悉
皆
空　

求
證
菩
提
眞
實
處　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』

�

身
如
朽
宅
不
久
遷
壊
。
身
如
漏
舡
無
堪
済
渡
。『
大
乗
集
菩
薩
学
論
』

�

三
界
朽
宅
属
于
一
人
。
娑
婆
雑
悪
居
華
藏
内
是
我
佛
土
『
大
方
廣
佛
華
厳

経
随
疏
演
義
鈔
』

43
）�

四
天
王
寺
会
本
『
維
摩
経
義
疏
』
１
９
７
６
年
１０
月　

８３
頁

�

安
居
院
唱
導
に
も
四
大
種
と
五
薀
の
関
係
を
述
べ
た
用
例
が
あ
る
。（

大

曾
根
章
介
『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
１
９
９
８
年
８
月�

汲
古
書
院�

６
５
０
頁）

�

四
大

ノ

構
ヘ
タ
ル

体
タ

難　
レ

憑
ミ　

風
ノ

前
ノ

灯
ヨ
リ
モ

危
ク

�

五
陰

ノ

成
セ
ル

身
ハ

易
シ

破
レ

　

一　

波
ノ

上
ノ

月
ヨ
リ
モ

墓ハ
カ

ナ
シ

�
�

「
澄
憲
作
文
集
」
生
死
無
常

44
）�「
対
訳
注
維
摩
詰
経
㈣
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
五
号　

１
９
８
３
年
２
月　

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所　

１
３
２
頁
）

45
）�

村
上
真
完
「
色
（rūpa

）
は
物
質
で
は
な
い
―
仏
典
に
お
け
る
原
意
と

訳
語
の
考
察
―
」（『
印
度
仏
教
学
研
究
』
第
５９
巻
第
２
号　

２
０
１
１
年

３
月　

２
２
２
～
２
２
３
頁
）

�

高
橋
尚
夫
『
維
摩
経
ノ
ー
ト
Ⅰ
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

２
０
１
７
年
３
月

１
７
７
頁　

注
２

46
）�

新
間
一
美
「
方
丈
記
と
白
居
易
―
隠
遁
と
住
居
の
表
現
に
つ
い
て
―
」

（『
白
居
易
研
究
年
報
』
勉
誠
出
版　

２
０
１
３
年　

１
４
２
頁
）

47
）�

柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
下　

新
修
版　

富
山
房　

１
９
６
８
年
９

月　

８
８
２
頁

48
）�

簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
解
釈
大
成
』
１
９
８
８
年
９
月　

２８
頁

49
）�

小
峯
和
明
氏
は
白
氏
語
と
指
摘
す
る
（『
院
政
期
文
学
論
』
笠
間
書
院

２
０
０
６
年
１
月　

３
０
９
頁
）。

50
）�『
初
学
記
』（
鼎
文
書
局　

中
華
民
国
６５
年
１０
月
再
版
）
挽
歌
第
十
に
、

　
　

挽
歌
詞
有
薤
露
蒿
里
二
章
。
出
田
横
門
人
。
横
自
殺
門
人
傷
之
悲
歌
。
言

人
如
薤
上
露
。
易
晞
滅
也
。
又
謂
人
死
。
精
魂
帰
於
蒿
里
。
故
有
二
章
。

（
中
略
）
至
李
延
年
乃
分
為
二
曲
。
薤
露
送
王
公
貴
人
。
蒿
里
送
士
大
夫

庶
人
。
使
挽
者
歌
之
。

�

と
あ
り
、「
薤
露
」
が
王
侯
貴
族
に
「
蒿
里
」
が
士
大
夫
や
民
間
の
葬
送

に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

51
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

１
４
９
頁

52
）�

大
曾
根
章
介
『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻　

１
９
９
８
年
８
月　

汲
古

書
院　

６
５
８
頁

53
）�

何
燕
生
『
禅
に
お
け
る
花
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
―
「
拈
華
微
笑
」
の
話
を
め

ぐ
る
禅
思
想
の
一
水
脈
―
』（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
６８　

２
０
０
３
年

５
月
）

�

石
井
修
道
「
拈
華
微
笑
の
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
三
論
教
学
と
仏
教

思
想
』
平
井
俊
榮
博
士
古
希
記
念
論
集　

２
０
０
０
年　

春
秋
社　

１０
月

４
２
４
頁
）

54
）�

満
久
祟
麿
「
仏
典
の
中
の
樹
木
：
そ
の
性
質
と
意
義
⑵
」（『
京
都
大
学
研

究
紀
要
』
１
９
７
３
年　

２０
頁
）

55
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

１
０
８
頁

56
）�『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻　

角
川
書
店　

１
９
７
９
年
８
月　

１
０
９
頁

57
）�

大
曾
根
章
介
『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻　

１
９
９
８
年
８
月　

汲
古

書
院　

６
７
１
頁

58
）�

菊
池
良
一
「
中
世
仏
教
と
中
世
文
学
―
唱
導
文
芸
―
」『
日
本
文
学
史
』
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一
五

岩
波
講
座　

第
四
巻　

５０
頁

59
）�
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ン
メ
ン
ツ
「
安
居
院
唱
導
に
お
け
る
国
文
学
と
美
術
史

の
連
絡
―
普
賢
菩
薩
・
十
羅
刹
女
像
を
中
心
と
し
て
―
」（
第
１９
回
国
際

日
本
文
学
研
究
集
会
研
究
発
表　

１
９
９
５
年
１１
月
）

60
）�

麻
原
美
子
「
平
家
物
語
の
形
成
と
真
言
圏
」『
平
家
物
語
の
成
立
』
有
精

堂　

１
９
９
３
年
１１
月

�

今
村
み
ゑ
子
『
鴨
長
明
と
そ
の
周
辺
』
和
泉
書
院　

２
０
０
８
年
１２
月　

第
二
章

使
用
参
考
文
献

今
成
元
昭
「『
方
丈
記
』
と
仏
教
思
想
」
２
０
０
５
年
１１
月　

笠
間
書
院

『
鴨
長
明
全
集
』
貴
重
本
刊
行
会　

２
０
０
０
年
５
月

『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
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一
六

Influence of Agui Shōdō in the First Half of Hōjōki 
－On the Philosophical Basis of the Ten Metaphors of the Vimalakirti Sutra－

IZAKI, Kumi

Abstract

The�first�sentences�"utakata"�and�"mizunoawa"�are�influenced�by�Kumarajivas�idea�of�"innocence"�
as� formulated� in� the� ten�metaphors�of�Vimalakirti Sutra.�At� the�beginning�of� the� third�sentence�
"hitotosumika",�the�parable�of�the�four�primary�elements�of�the�Vimalakirti Sutra�indicates�the�"five�
aggregates".�The�"five�aggregates"�is�a�practical�word�of�Agui�Shōdō.�Fundamentally,�this�refers�to�
the�philosophy�of� "emptiness� -�selflessness"�of� the� four�primary�elements�of� the�Vimalakirti Sutra.�
Concerning�the�four�major�disasters�in�the�first�half�of�Hōjōki,�"impermanence"�and�"emptiness"�of�
"natural"�and�"physical�form"�are�shown�as�specific�examples.
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